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今月の主な内容
●空き家・空き地の相談にのります！　Ｐ２
●子どもを虐待から守ろう　Ｐ３
●成年後見制度を知っていますか？　Ｐ４
●税についての書道コンクール　Ｐ５
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空
き
家
・
空
き
地
の

　
　
　
　相
談
に
の
り
ま
す
！

〜
相
談
カ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
〜

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
社

会
構
造
の
変
化
、
建
物
の
老
朽
化
に

伴
い
、
誰
も
住
ま
な
く
な
っ
た
危
険

な
空
き
家
や
空
き
地
が
全
国
的
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
30

年
に
総
務
省
が
実
施
し
た
住
宅
・
土

地
統
計
調
査
の
結
果
、
全
国
の
空
き

家
数
は
８
４
８
万
９
千
戸
と
過
去
最

多
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
の
住
宅
数

の
13
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い

ま
す
。

　

村
が
行
っ
て
い
る
空
き
家
調
査
で

も
１
７
０
軒
程
度
が
空
き
家
に
該
当

す
る
と
推
計
し
て
い
て
、
今
後
も
増

加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
空

き
家
な
ど
の
管
理
不
全
の
状
態
が
続

く
と
、
次
の
よ
う
な
事
態
を
招
く
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

○
建
物
の
老
朽
化
に
よ
り
、
地
域
住

民
に
け
が
を
さ
せ
る
。

○
有
害
鳥
獣
が
住
み
着
き
、
近
所
の

庭
や
近
隣
の
農
地
を
荒
ら
し
て
し

ま
う
。

○
立
木
や
雑
草
が
繁
茂
し
、
周
辺
道

路
の
交
通
の
支
障
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
さ
け
る
た
め

に
は
事
前
に
準
備
し
対
策
を
取
っ
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
村
で
は
空
き
家
の
管
理

や
相
続
な
ど
に
関
す
る
相
談
手
段
の

拡
充
や
空
き
家
所
有
者
・
管
理
者
の

事
前
の
備
え
を
支
援
す
る
た
め
、
空

き
家
・
空
き
地
相
談
カ
ー
ド
を
作
成

し
ま
し
た
。

▼
相
談
カ
ー
ド
の
ご
利
用
方
法

　

村
が
発
行
し
た
「
空
き
家
・
空
き

地
の
適
正
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
」

の
チ
ラ
シ
内
の
空
き
家
・
空
き
地（
宅

地
）
相
談
カ
ー
ド
に
直
接
記
入
し
、

環
境
水
道
室
に
提
出
し
て
い
た
だ
く

か
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
提
出
い

た
だ
け
ま
す
。

▼
対
象
者

　

村
内
に
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る

方
も
し
く
は
空
き
家
を
管
理
し
て
い

る
方

▼
相
談
内
容

・
空
き
家
の
管
理
に
関
す
る
相
談

・
空
き
家
の
相
続
や
登
記
に
関
す
る

相
談

・
空
き
家
の
改
修
に
関
す
る
相
談

・
そ
の
ほ
か
空
き
家
に
つ
い
て
の
相
談

▼
提
出
先

　

建
設
環
境
課
環
境
水
道
室

【
相
談
窓
口
】

○
空
き
家
全
般
に
つ
い
て
の
相
談

　

建
設
環
境
課
環
境
水
道
室

○
空
き
家
の
賃
貸
・
売
却
・
改
修
な

ど
活
用
に
つ
い
て
の
相
談

　

な
か
が
わ
暮
ら
し
推
進
協
議
会

�

（
地
域
政
策
課
内
）

TEL 

88
―
３
０
０
１

○
空
き
家
の
管
理
に
つ
い
て
の
相
談

　

駒
ヶ
根
伊
南
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

TEL 

83
―
８
１
８
４

○
登
記
・
相
続
に
つ
い
て
の
相
談

　

長
野
県
司
法
書
士
会　

無
料
電
話

　

相
談

（
登
記
）

TEL 

０
２
６
―
２
３
２
―
９
１
１
０

（
相
続
）

TEL 

０
２
６
―
２
３
２
―
６
１
１
０

建
設
環
境
課
環
境
水
道
室

内
線
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村
で
は
、
村
内
に
あ
る
空
き
家
・

空
き
地
を
有
効
活
用
し
、
人
口
減
少

の
緩
和
、
地
域
の
活
力
維
持
お
よ
び

移
住
・
定
住
を
推
進
す
る
た
め
、
村

内
関
係
機
関
が
連
携
す
る
な
か
が
わ

暮
ら
し
推
進
協
議
会
（
以
下
、「
協

議
会
」）
を
設
置
し
ま
し
た
。

▼
協
議
会
の
主
な
実
施
事
業

⑴
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
の
運
営

⑵
民
間
事
業
者
お
よ
び
村
土
地
開
発

公
社
が
保
有
す
る
村
内
の
不
動
産

情
報
の
紹
介

⑶
移
住
・
定
住
に
関
す
る
情
報
発
信

▼
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク

⑴
登
録
方
法

　

協
議
会
事
務
局
（
役
場
地
域
政
策

課
）
へ
ご
連
絡
い
た
だ
く
ほ
か
、
上

記
の
空
き
家
・
空
き
地
相
談
カ
ー
ド

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵
登
録
後
の
流
れ

　

登
録
し
た
情
報
は
、
村
内
へ
の
移

住
・
定
住
な
ど
の
目
的
で
利
活
用
す

る
こ
と
を
希
望
す
る
方
に
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
現
地
案
内
な
ど
を
通
じ

て
、
紹
介
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
売
買
や
賃
貸
に
向
け
た
交

渉
お
よ
び
契
約
に
つ
い
て
は
所
有
者

と
希
望
者
の
２
者
で
行
い
、
協
議
会

お
よ
び
村
は
一
切
の
責
任
を
負
い
ま

せ
ん
。

▼
空
き
家
等
活
用
促
進
事
業

　

村
で
は
、
定
住
促
進
に
向
け
た
空

き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

⑴
空
き
家
売
却
・
貸
出
事
業

　

空
き
家
を
譲
渡
ま
た
は
貸
し
出
す

た
め
に
要
す
る
家
財
整
理
や
清
掃
な

ど
に
対
し
補
助

・
補
助
率　

4
／
５
以
内

�

（
上
限
30
万
円
）

⑵
空
き
家
除
却
事
業

　

自
ら
が
定
住
す
る
た
め
に
行
う
空

き
家
の
除
却
に
対
し
補
助

・
補
助
率　

１
／
３
以
内

�

（
上
限
１
０
０
万
円
）

⑶
空
き
家
改
修
事
業

　

自
ら
が
定
住
す
る
た
め
に
実
施
す

る
空
き
家
の
改
修
に
対
し
補
助

・
補
助
率　

１
／
２
以
内

�

（
上
限
50
～
１
２
０
万
円
）

　

活
用
を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係

内
線
24

な
か
が
わ
暮
ら
し
推
進
協
議
会
発
足

空
き
家
・
空
き
地
の
活
用
に
つ
い
て
の

　
　
　
　ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
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１
８
９（
い
ち
は
や
く
）

子
ど
も
を

虐
待
か
ら
守
ろ
う

知
ら
せ
て
守
る

　
　子
ど
も
の
未
来

通話料無料
児童相談所

虐待対応ダイヤル

※一部のIP電話からはつながりません。

いち はや く

●
相
談
先

▼
１
８
９
（
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

最
寄
り
の
児
童
相
談
所
へ
つ
な
が

り
ま
す
。
中
川
村
は
飯
田
児
童
相
談

所
で
す
。

飯
田
児
童
相
談
所

TEL 

０
２
６
５
―
25
―
８
３
０
０

　

保
護
者
の
急
病
、
外
出
、
冠
婚
葬

祭
な
ど
で
一
時
的
に
子
ど
も
を
見
る

こ
と
が
で
き
ず
困
っ
た
こ
と
な
ど
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

子
ど
も
の
養
育
が
一
時
的
に
困
難

に
な
っ
た
場
合
に
子
ど
も
を
預
か
る

子
育
て
支
援
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

  

子
育
て
支
援
短
期
利
用
事
業

　

村
内
在
住
の
18
歳
未
満
の
児
童
が

利
用
で
き
ま
す
。
実
施
施
設
は
た
か

ず
や
の
里
（
伊
那
市
）、慈
恵
園
（
豊

丘
村
）、
風
越
寮
・
風
越
乳
児
院
（
飯

田
市
）
で
す
。

▽
短
期
入
所
生
活
援
助
事
業

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
）

▽
夜
間
養
護
等
事
業

（
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
事
業
）

　

利
用
に
は
事
前
に
申
請
が
必
要
で

す
。
利
用
、
料
金
な
ど
は
保
健
福
祉

課
社
会
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

  

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
　  

　

育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
方
（
利

用
会
員
）
と
育
児
の
援
助
を
行
い
た

い
方
（
協
力
会
員
）
が
会
員
と
な
り
、

会
員
同
士
が
助
け
合
う
事
業
で
す
。

　

利
用
会
員
は
村
内
在
住
で
小
学
６

年
生
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
方
。

出
産
で
里
帰
り
中
の
方
。
協
力
会
員

は
援
助
活
動
に
熱
意
を
持
つ
心
身
と

も
に
健
康
な
満
20
歳
以
上
の
方
で

す
。（
研
修
あ
り
）

▼
利
用
料
金
（
１
時
間
あ
た
り
）

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分

�

７
０
０
円

　

右
記
以
外
の
時
間　
　

８
０
０
円

　
（
一
時
保
育
補
助
が
あ
り
ま
す
）

　

登
録
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
務
局
（
バ
ン
ビ
ー
ニ
内

TEL 

88
―
３
２
０
１
）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

各
事
業
に
つ
い
て
は
、
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

内
線
26

　

厚
生
労
働
省
で
は
毎
年
11
月
を

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
と
定

め
、
児
童
虐
待
に
対
す
る
社
会
的
関

心
の
喚
起
を
図
る
た
め
、
啓
発
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
児
童
相
談
所
へ
の
児
童

虐
待
の
相
談
件
数
は
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
お
り
、
子
ど
も
の
命
が
失

わ
れ
る
痛
ま
し
い
事
件
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

あ
な
た
の
近
く
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し

て
い
る
子
ど
も
は
い
ま
せ
ん
か
？

「
お
か
し
い
な
」
と
思
っ
た
ら
些さ

さ
い細

な
こ
と
で
も
保
健
福
祉
課
ま
た
は
、

お
近
く
の
民
生
児
童
委
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
子
ど
も
へ
の
体
罰
禁
止

　

児
童
福
祉
法
等
の
改
正
に
よ
り
、

体
罰
や
「
し
つ
け
」
と
称
し
た
暴
力

は
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が

法
定
化
さ
れ
、
令
和
２
年
４
月
か
ら

施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
体
罰
や

暴
言
が
い
け
な
い
の
か
。
体
罰
な
ど

が
子
ど
も
の
成
長
・
発
達
に
悪
影
響

を
与
え
る
こ
と
は
科
学
的
に
も
明
ら

か
に
な
り
、
心
身
に
さ
ま
ざ
ま
な
悪

影
響
が
生
じ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
児
童
虐
待
と
は

［
身
体
的
虐
待
］

　

殴
る
蹴
る
熱
湯
を
か
け
る
な
ど
傷

を
負
わ
せ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
家

の
外
に
し
め
だ
す
、
赤
ち
ゃ
ん
を
激

し
く
揺
さ
ぶ
る
こ
と
な
ど
。

※
乳
児
揺
す
ぶ
ら
れ
症
候
群（
Ｓ
Ｂ

Ｓ
）…
赤
ち
ゃ
ん
は
激
し
く
揺
さ

ぶ
ら
れ
る
と
、
首
の
筋
肉
が
未
発

達
な
た
め
に
脳
が
衝
撃
を
受
け
や

す
く
、
脳
の
損
傷
に
よ
る
重
大
な

障
が
い
を
負
う
こ
と
や
、
場
合
に

よ
っ
て
は
命
を
落
と
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

［
ネ
グ
レ
ク
ト（
育
児
放
棄
）］

　

子
ど
も
の
健
康
･
安
全
へ
の
配
慮

を
怠
る
。
乳
幼
児
を
家
に
残
し
て
外

出
す
る
。
適
切
な
衣
食
住
の
世
話
を

せ
ず
放
置
、
家
に
閉
じ
込
め
た
り
、

車
内
に
放
置
す
る
な
ど
。

［
心
理
的
虐
待
］

　

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
き
ょ
う
だ
い

間
で
の
差
別
的
扱
い
、
無
視
、
子
ど

も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し
て
の
暴

力
･
暴
言（
Ｄ
Ｖ
）な
ど
。

［
性
的
虐
待
］

　

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行

為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ

テ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど
。

●
子
ど
も
た
ち
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に

　

気
づ
い
て
！

・
頻
繁
に
子
ど
も
の
泣
き
声
や
保
護

者
の
怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
る
。

・
衣
類
が
常
に
汚
れ
て
い
る
（
遊
び

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
）

・
不
自
然
な
傷
の
あ
と
が
あ
る
、
頻

繁
に
け
が
を
す
る
。

・
親（
家
族
）を
避
け
よ
う
と
す
る
、

家
に
帰
り
た
が
ら
な
い
な
ど
。

　

誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
苦
し
い
思

い
を
し
な
が
ら
子
育
て
を
し
て
い
る

保
護
者
が
、
気
付
か
ず
に
虐
待
を
し

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め

「
子
育
て
が
つ
ら
そ
う
だ
な
」「
様

子
が
お
か
し
い
、
虐
待
か
も
」
と
感

じ
た
ら
迷
わ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
者
の
身
元
は
決
し
て
明
か
さ
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、調
査
し
た
結
果
、虐

待
で
な
か
っ
た
場
合
も
相
談
者
が
責

任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

相
談
は
子
ど
も
と
そ
の
家
族
を
支

援
す
る
た
め
の
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

　

将
来
を
担
う
大
切
な
子
ど
も
た
ち

を
地
域
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
の
た
め
に
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成
年
後
見
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障

が
い
な
ど
の
理
由
で
物
事
を
判
断
す

る
能
力
が
十
分
で
な
い
方
は
、
不
動

産
や
預
貯
金
な
ど
の
財
産
を
管
理
し

た
り
、
医
療
・
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
た
め
の
手
続
き
や
契

約
が
難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
分
に
不
利
益
な
契
約
で

あ
っ
て
も
判
断
が
で
き
ず
に
契
約
を

結
ん
で
し
ま
う
こ
と
で
悪
質
商
法
や

詐
欺
な
ど
の
被
害
に
あ
う
危
険
も
高

く
な
り
ま
す
。
成
年
後
見
制
度
は
、

こ
の
よ
う
な
方
の
権
利
を
守
る
た
め

に
、
法
律
面
や
生
活
面
で
保
護
し
支

援
す
る
制
度
で
す
。

利
用
の
対
象
と
な
る
方

　

現
在
す
で
に
判
断
能
力
が
不
十
分

な
人
が
利
用
で
き
る
法
定
後
見
制
度

と
、
十
分
な
判
断
能
力
が
あ
る
う
ち

に
将
来
判
断
能
力
が
不
十
分
に
な
っ

た
場
合
に
備
え
る
任
意
後
見
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

法
定
後
見
制
度
は
、対
象
と
な
る
方

の
能
力
の
程
度
に
よ
っ
て
、「
補
助
」

（
判
断
能
力
が
不
十
分
）、「
保
佐
」（
判

断
能
力
が
著
し
く
不
十
分
）、「
後
見
」

（
判
断
能
力
を
欠
く
の
が
通
常
の
状

態
）の
3
つ
の
類
型
に
分
か
れ
ま
す
。

　

家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た

成
年
後
見
人
な
ど
（
成
年
後
見
人
・

保
佐
人
・
補
助
人
）
が
、
本
人
の
利

益
を
考
え
な
が
ら
、
本
人
を
代
理
し

て
契
約
な
ど
の
法
律
行
為
を
し
た

り
、
本
人
が
自
分
で
法
律
行
為
を
す

る
と
き
に
同
意
を
与
え
た
り
、
本
人

が
同
意
を
得
な
い
で
し
た
不
利
益
な

法
律
行
為
を
後
か
ら
取
り
消
し
た
り

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
人
を
保

護
・
支
援
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、本
人

の
預
貯
金
の
管
理
、不
動
産
な
ど
の

処
分
、
遺
産
分
割
な
ど
の
財
産
に
関

す
る
契
約
に
つ
い
て
の
助
言
や
支
援

の
ほ
か
、
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
、
病
院
の
入
退
院
の
手
続
き
や

費
用
の
支
払
い
な
ど
、
日
常
生
活
に

関
わ
る
契
約
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

制
度
を
利
用
す
る
た
め
の

手
続
き

　

法
定
後
見
は
、
本
人
・
配
偶
者
・

親
族
な
ど
が
、
原
則
と
し
て
本
人
の

住
所
地
を
管
轄
す
る
家
庭
裁
判
所
の

窓
口
に
申
し
立
て
を
行
い
、
家
庭
裁

判
所
で
の
審
判
を
経
て
利
用
開
始
と

な
り
ま
す
。
任
意
後
見
は
、
あ
ら
か

じ
め
自
分
が
選
ん
だ
人
（
任
意
後
見

人
）
に
、
自
分
の
代
わ
り
に
し
て
も

ら
い
た
い
こ
と
を
公
証
人
の
作
成
す

る
公
正
証
書
で
契
約
し
て
お
き
、
判

断
能
力
が
低
下
し
た
場
合
に
家
庭
裁

判
所
で
任
意
後
見
監
督
人
が
選
任
さ

れ
て
初
め
て
任
意
後
見
契
約
の
効
力

が
生
じ
ま
す
。

　

中
川
村
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
成
年
後
見
制
度
の
利
用
や

申
し
立
て
に
つ
い
て
の
ご
相
談
、
物

忘
れ
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

TEL 

88
―
６
１
７
７

　

村
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
策
に
よ
る
新
し
い

生
活
様
式
の
中
で
、
制
限
の
あ
る

日
々
を
送
る
小
中
学
校
の
児
童
生
徒

と
、
そ
の
保
護
者
の
子
育
て
を
支
援

し
ま
す
。

　

支
援
策
と
し
て
、
学
校
給
食
の
１

か
月
相
当
分
の
給
食
費
を
村
で
負
担

す
る
こ
と
と
し
、
５
月
か
ら
２
月
ま

で
の
給
食
費
の
う
ち
、
令
和
４
年
２

月
分
の
給
食
費
を
徴
収
し
ま
せ
ん
の

で
そ
の
旨
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

▽
子
育
て
支
援
事
業
費

�

２
７
０
万
円

支
援
策
の
財
源
に

　「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」

 

（
地
域
づ
く
り
基
金
）
を
活
用

　

村
で
は
当
支
援
策
の
財
源
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
全
国
の
多
く
の
方
々
か
ら

ご
寄
附
い
た
だ
い
た
「
ふ
る
さ
と
応

援
寄
附
金
」を
積
み
立
て
創
設
し
た

「
地
域
づ
く
り
基
金
」を
活
用
し
ま

す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、安
全
で
安
心
な

学
校
給
食
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

中
川
村
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

TEL 

88
―
３
０
４
６

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
生

活
に
困
っ
て
い
た
り
、
不
安
や
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
て
い
る
村
民
の
方
の
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
す
。
相
談
の
内
容
な
ど
に

よ
り
、
必
要
な
方
に
は
生
活
日
常
用

品
の
無
料
配
布
も
行
い
ま
す
。

　

話
す
こ
と
で
、
気
持
ち
が
楽
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
を
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
日
時

　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

�

午
前
９
時
か
ら
12
時

　

毎
月
第
２
、
第
４
土
曜
日

　

�

午
前
９
時
か
ら
12
時

▼
場
所

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
室

（
旧
か
つ
ら
の
丘
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

場
管
理
棟
）

TEL 

98
―
０
０
２
７

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

内
線
26

コ
ロ
ナ
禍

生
活
困
窮
等

�

相
談
窓
口

子
育
て
世
帯
支
援

�

学
校
給
食
費
交
付
金
に
つ
い
て

支
援
の
内
容
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「
税
に
つ
い
て
の
書
道
」

●
上
伊
那
租
税
教
育

　
　
推
進
連
絡
協
議
会
長
賞

　

中
川
東
小
学
校　

　
　

４
年　

川
島　

龍り
ゅ
う
き希　

さ
ん

税
に
つ
い
て
の

　　　　　　
「
書
道
」
コ
ン
ク
ー
ル

　

村
で
は
、次
代
を
担
う
児
童
・
生
徒

の
み
な
さ
ん
に
、税
の
意
義
や
役
割
を

正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

小
・
中
学
校
で
「
租
税
教
育
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
小

学
生
高
学
年
を
対
象
と
し
た「
税
に

つ
い
て
の
書
道
作
品
」を
募
集
し
、今

年
度
は
１
３
５
作
品
と
多
く
の
ご
応

募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
応
募
い

た
だ
い
た
作
品
に
つ
い
て
は
、「
税

を
考
え
る
週
間
」
に
合
わ
せ
て
、
11

月
11
日（
木
）か
ら
17
日（
水
）ま
で
中

川
村
農
業
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
展

示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

作
品
の
入
選
者
は
次
の
方
々
で
す
。

　

中
川
西
小
学
校　

　
　

４
年　

中
山　

聖そ

な菜　

さ
ん

住
民
税
務
課
税
務
係

内
線
42

★　　　★　　　★　　　★　　　★　　　★　　　★

天体あれこれ　「一番小さい満月」

　　12月19日（日）は満月ですが、今年の満月の中で月が一番小さい「ミニマムーン」が見られます。見か

けの大きさが変わるのは、月が地球を回る軌道が楕円になっているためなんです。最も遠い地点の距離は

およそ40万600キロメートルとかなり遠いところになります。

　ちなみに、この「ミニマムーン」と言う呼び方なんですが、天文学会で使われている専門用語ではない

ようです。ただ、「語呂」が良いのでそう呼ばれているみたいです。

　12月になり寒くなってきますが、空気が澄んで夜空がきれいに見えてきます。みなさんもぜひ一度夜空

を見上げてみてください。

銀河ドーム〔開館日〕木・金・土曜日　午後７時00分～９時00分　TEL 88ー4288

　　１２月の星空★天体情報銀河ドームから

★12月にみえる惑星・衛星　　　月　ベテルギウス　シリウス　フォーマルハウト
　　　　　　　　　　　カペラ　オリオン大星雲　アンドロメダ大星雲

○日　時　12月４日（土）
　　　　　午後２時30分開演
　　　　　（２時00分開場）
○会　場　中川文化センター
○入場料　一　　　般…1,500円
　　　　　小学生以下……500円

中川文化センター自主事業
岸辺のヤービ

中川文化センター自主事業
サンドアート・ライブ
○日　時　11月27日（土）
　　　　　午後６時30分開演
　　　　　（６時00分開場）
○会　場　中川文化センター
○入場料　一　　　般…2,000円
　　　　　高校生以下…1,500円

主催／中川村教育委員会
お問い合わせ／中川文化センター　TEL88-1005
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保健センター　TEL88-3002

　血圧サージとは、１日のあるタイミングだけ血圧が異常な上昇・下降を繰り返し、脳や心臓の血管
に強いダメージを与える状態のことです。血圧の変動が高波（サージ）のように繰り返されることで、
心筋梗塞、脳卒中、認知症のリスクが約２倍以上になるという調査結果があり、注目されています。
　「病院や健康診断等で血圧が正常」の人、30代などの若い年代でも起こりえるため注意が必要です。

血圧サージはなぜ起きるのか？
要因の重なり
　血圧は波のようにゆるやかに変動してお
り、日中は高く、夜に低くなります。１日
の中で１番急勾配になるタイミングが「早
朝」です。この時間に血圧を上昇させる要
因が重なることで、急激な血圧の高波が起
こります。血圧上昇の要因には、「寒さ」「飲
酒」「喫煙」「塩分」「ストレス」などがあり
ます。

病院や健診では「正常」なのに、家で測
ると「高い」
　ある時間帯だけ、急激に血圧が変動している人の場合、血管へ大きな負荷がかかります。気付かな
いうちに繰り返し起きることで、脳卒中や心臓病などのリスクが高くなることがわかっています。問
題なのは、「健診や病院で測ると正常」な人の場合、なかなか自分では気付けないことです。

血圧サージはどうすればわかる？　家庭で血圧測定を
　最良の方法は、自分で家庭血圧を測ることです。測定は特に血圧サージが起きやすい「朝」に
行いましょう。
①朝、目覚める
②トイレを済ませる
③起床して１時間以内に２回測定する
④平均値を記録する

こんな時は、記録を持ってかかりつけ医に
相談を
・健康診断などで血圧に問題がない人：上の血
圧（収縮期）135以上、下の血圧（拡張期）85以
上をたびたび超える場合
・高血圧と診断されている人：５日間続けて測
り、血圧の1番高い値と1番低い値の差が20
以上ある場合

　血圧は家庭で測り、日々の記録をかかりつけ医に提示することが大切です。

血圧が正常な方も注目！
180を超える急激な血圧の高波

～血圧サージ～

　　が正常、　　　が高血圧の血圧変動。　　で示されているのが血圧サージ
の血圧変動。正常な変動と比較すると、朝に急激に上がりすぎたり、夜になっ
ても下がらなかったりする。（参考　NHKホームページ）

（mmHg）
190

135

6 12 18 24（時）

100

血圧の変化

家庭血圧値の分類表

分　類
家庭血圧（mmHg）

収縮期血圧（上） 拡張期血圧（下）
正常血圧  ＜115　　かつ　　＜75　

正常高値血圧      115-124     かつ      ＜75　　
高値血圧 125-134かつ／または　75-84

Ⅰ度高血圧 135-144かつ／または　85-89
Ⅱ度高血圧 145-159かつ／または　90-99
Ⅲ度高血圧 ≧160　 かつ／または　≧100
（孤立性）

収縮期高血圧 ≧135　かつ　＜85　
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地域おこし協力隊活動記 vol.88 …それぞれの活動から…

　

あ
ん
な
に
暑
か
っ
た
夏
が
終
わ
り
を
告
げ
た

と
思
っ
た
ら
一
気
に
ス
ト
ー
ブ
が
必
要
な
寒
さ

に
な
り
ま
し
た
。
も
う
少
し
緩
や
か
に
気
候
変

化
し
て
も
ら
え
る
と
人
間
サ
イ
ド
と
し
て
は
助

か
る
の
で
す
が
。

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
終
わ
り
、
長

か
っ
た
引
き
籠
り
生
活
も
終
わ
り
が
見
え
そ
う

で
す
。
今
後
も
感
染
対
策
は
継
続
し
て
行
い
ま

す
が
、
徐
々
に
行
動
範
囲
を
広
く
し
て
い
き
た

い
で
す
。
実
家
に
も
コ
ロ
ナ
で
２
年
帰
れ
て
い

ま
せ
ん
し
。

　

り
ん
ご
の
方
は
、残
す
は
ふ
じ
の
み
と
な
り
、

年
度
の
終
わ
り
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
卒
業
に

向
け
て
農
地
や
資
材
、
農
業
機
械
な
ど
の
確
保

に
割
く
時
間
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
こ
か

ら
６
～
７
年
耐
え
抜
け
ば
何
と
か
な
る
で
し
ょ

う
。
協
力
隊
で
収
入
や
各
種
支
援
が
受
け
ら
れ

る
う
ち
に
や
る
こ
と
を
や
っ
て
お
き
た
い
で
す
。

　

写
真
は
お
借
り
し
た
作
業
場
で
す
。こ
れ
か
ら

ど
ん
ど
ん
発
送
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
！
田
熊
で
す
！

　

寒
さ
が
本
格
的
に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
自

分
は
暑
が
り
で
寒
い
の
は
得
意
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
昼
夜
の
寒
暖
差
に
は
慣
れ
て
お
ら

ず
毎
朝
凍
え
て
お
り
ま
す
。
冬
の
時
期
は
今
よ

り
さ
ら
に
寒
く
な
る
と
聞
い
て
内
心
と
て
も
怖

い
で
す
。

　

９
月
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
飯
沼
棚
田
の
稲

刈
り
に
参
加
し
た
の
で
、
今
回
は
そ
の
感
想
を

書
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
棚
田
で
段
差

に
な
っ
た
黄
金
色
の
稲
穂
と
中
央
ア
ル
プ
ス
が

合
わ
さ
っ
た
景
観
は
素
晴
ら
し
く
、
前
回
植
え

た
苗
が
生
長
し
立
派
な
稲
穂
に
な
っ
て
い
る
の

も
相
ま
っ
て
と
て
も
感
慨
深
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
改
め
て
こ
の
棚
田
は
後
世
に
残
す
べ

き
も
の
だ
と
認
識
し
ま
し
た
。
ま
た
田
植
え
の

機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
て
、
自
分
に
で
き
る
や

り
方
で
飯
沼
の
棚
田
を
守
っ
て
行
こ
う
と
思
い

ま
す
。

　

写
真
は
飯
沼
棚
田
の
稲
刈
り
の
様
子
で
す
。

松  

村  

和  

明

平本 信一
（隊員歴３年目）

 主な業務 　就農
に向けての研修、
農業振興など

田  

熊  

清
太
朗

田熊清太朗
（隊員歴１年目）

 主な業務 　
農業観光の振興

平  

本  

信  

一

松村 和明
（隊員歴３年目）

 主な業務 　就農
に向けての研修、
農業振興など

　

９
月
に
稲
刈
り
、
は
ざ
か
け
し
２
週
間
天
日

干
し
し
た
稲
を
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
で
脱
穀
し
コ
イ

ン
精
米
所
で
精
米
。
今
年
も
お
い
し
い
新
米
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
予
定
収

量
の
３
割
減
で
し
た
の
で
そ
こ
は
反
省
、
来
年

の
課
題
が
ま
た
一
つ
増
え
ま
し
た
。

　

10
月
は
白
ネ
ギ
の
収
穫
が
最
盛
期
の
は
ず
で

し
た
が
、
も
う
ひ
と
伸
び
と
き
れ
い
な
葉
に
な

る
の
を
待
っ
て
い
た
ら
11
月
に
ず
れ
込
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。
白
ネ
ギ
は
調
整
、
出
荷
を
手
作

業
で
や
る
と
と
て
も
手
間
が
か
か
る
の
で
天
気

の
い
い
日
が
続
く
と
き
に
集
中
し
て
や
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

夏
に
予
定
し
て
い
た
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
雨
よ

け
ハ
ウ
ス
の
組
立
は
雑
草
が
邪
魔
を
し
て
で
き

な
か
っ
た
の
で
こ
ち
ら
の
作
業
も
11
月
に
先
送

り
で
す
。
来
年
の
準
備
も
少
し
ず
つ
は
じ
め
て

い
る
の
で
ま
だ
ま
だ
落
ち
着
く
の
は
先
に
な
り

そ
う
で
す
。

　

写
真
は
ネ
ギ
畑
に
現
れ
た
ネ
ギ
坊
主
?!
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10月15日（金）　おしゃべり会「赤ちゃん集まれ！」
　久々の開催で、５組10人の方が参加してくれました。
一人目の子どものママたちが先輩ママたちに子育ての相談をす
るなどさまざまな話題が出て、楽しくおしゃべりができました。

vol.121

今月は片桐保育園
「ゆり２組」のみんなです

【利用時間】　月・火・木・金曜日：午前９時30分～午後４時
　　　　　　土・日曜日・祝祭日：午前10時30分～午後３時30分
【閉 所 日】　毎週水曜日

お知らせ （バンビーニの1２月の予定）
・女性の就業相談　予約制
　日時：12月６日（月）　午前10時～午後２時
　＊お子さん連れで相談できます。
・おしゃべり会「赤ちゃん集まれ！」　予約制
　日時：12月９日（木）　午後２時～
・公園であそぼう！〈チャオ裏　遊具のある公園〉
　日時：12月13日（月）　午前10時30分～11時30分
　＊雨天・荒天の場合は21日（火）に延期します。
・お楽しみ会「英語であそぼ！クリスマス★」　予約制
　日時：12月17日（金）　午前10時30分～
※急な変更となる場合がありますので、
　「バンビーニGoogleカレンダー」でもご確認ください。

vol.122

つどいの広場バンビーニ
Tel･Fax 88-3201

　ゆり２組（年少）
男の子６人　女の子７人　合計13人
元気いっぱい13人のお友だち！

かっこいい消防団のお兄さんと一緒に
敬礼をしたよ！



事
業
紹
介
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私
た
ち
が
暮
ら
す
中
川
村
は
、
四
季
折
々
の
美
し
い
農
村
風
景
や
人
々
の

営
み
が
息
づ
く
生
活
文
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
平
成
30
年
に
、
地
区
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
推
薦
に
よ
り
、
村

の
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
を
“
美
し
い
村
な
か
が
わ
36

景
”
と
し
て
選
定
し
ま
し
た
。

　
中
に
は
、
身
近
に
あ
る
た
め
気
付
か
な
か
っ
た
隠
れ
た
名
所
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
も
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

中
川
村
の
魅
力
再
発
見
！

美
し
い
村
な
か
が
わ
36
景
探
訪
記

美
し
い
村
な
か
が
わ
36
景
探
訪
記
31

GS

天
竜
川

●コンビニ

コンビニ● チ
ャ
オ

　
　●

至
伊
那
田
島
駅

至
西
原
ぶ
ど
う
園

中川西小学校前

中川片桐

中川田島

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
中
田
島

地
区
か
ら
望
む
陣
馬
形
山
の
景
色
で

す
。

　

陣
馬
形
山
と
い
え
ば
山
頂
か
ら
の

眺
望
が
有
名
で
す
が
、
逆
に
普
段
の

生
活
の
中
か
ら
陣
馬
形
山
を
眺
め
る

機
会
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

　

四
季
や
天
気
、
気
象
条
件
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
に
表
情
を
変
え
る
陣
馬

形
山
で
す
が
、
昔
は
「
陣
馬
形
山
に

雨
が
降
り
出
す
と
こ
こ
ま
で
雨
が
降

る
」
と
日
々
の
天
候
の
予
兆
と
し
て

も
使
わ
れ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て

き
た
郷
里
の
山
を
、
今
一
度
眺
め
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

地
域
政
策
課
む
ら
づ
く
り
係

内
線
24

営
み
に
息
づ
く
古
里
の
山

Point� 中
田
島
か
ら
望
む

�

陣
馬
形
山

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
行
っ
て
い
る
宝
く
じ
収
益

金
に
よ
る
社
会
貢
献
広
報
事
業
の

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を

活
用
し
、
中
川
村
消
防
団
に
防
寒

ジ
ャ
ン
パ
ー
２
０
０
着
を
整
備
し

ま
し
た
。

　

事
業
費
は
87
万
８
千
円（
う
ち
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
80
万
円
）

で
す
。

　

今
回
の
整
備
に
よ
り
、
消
防
団

員
の
冬
期
に
お
け
る
活
動
能
力
の

向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

総
務
課
危
機
管
理
係

内
線
21

わ
や
か
ウ
オ
ー
ク
は
中
止
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
の
機
会
に
村

内
の
文
化
財
を
見
な
が
ら
歩
き
ま

し
ょ
う
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
み
た
い
方
は
、「
自

由
に
歩
く
コ
ー
ス
」、
ガ
イ
ド
の
案

内
で
一
団
と
な
っ
て
歩
き
た
い
方
は

「
み
ん
な
で
歩
く
コ
ー
ス
」
を
選
ん

で
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、新
聞
折

り
込
み
に
て
配
布
し
た
チ
ラ
シ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
令
和
３
年
度
長

野
県
地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金

を
活
用
し
て
実
施
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

TEL 

88
―
１
０
０
５

「
村
の
文
化
と
歴
史
を
旅
し
よ
う
！
」

in
中
川
を
開
催
し
ま
す
。

文
化
財
め
ぐ
り
ウ
オ
ー
ク
２
０
２
１

　

教
育
委
員
会
で
は
、
坂
戸
橋
が
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
坂
戸
橋
を

含
め
た
村
内
の
文
化
財
を
活
用
し
た

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。

日　
付　
11
月
28
日（
日
）

時　
間　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

集
合
場
所　
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

対
象
者　
ど
な
た
で
も

参
加
費　
無
料

内　

容　

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
出

発
し
、
理
兵
衛
堤
防
、
石
神
の

松
跡
、
坂
戸
橋
な
ど
の
文
化
財

を
見
学
し
な
が
ら
、
約
８・
２
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
き
ま
す
。

コ
ー
ス

・
自
由
に
歩
く
コ
ー
ス

 

（
Ｍ
Ａ
Ｐ
付
）

・
み
ん
な
で
歩
く
コ
ー
ス

 

（
ガ
イ
ド
付
）

　

冠
雪
の
ア
ル
プ
ス
を
眺
め
な
が

ら
、
村
の
文
化
財
を
旅
す
る
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
で
す
。
長
く
続
く
コ
ロ
ナ
禍

で
、
運
動
不
足
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
も
密
に
な
ら
ず
に
屋
外
で
楽
し

め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
今
年
度
の
さ
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12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で

�

人
権
週
間
で
す

住
民
税
務
課
住
民
係

内
線
44

　
「
社
会
的
弱
者
を
め
ぐ
る
人
権
～

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
子
ど
も
の
人

権
を
考
え
る
～
」
を
啓
発
活
動
テ
ー

マ
と
し
、
第
73
回
人
権
週
間
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
国
民
の
自
由
と
権
利
は
、

自
分
勝
手
な
都
合
や
権
利
の
主
張
で

他
人
に
迷
惑
を
か
け
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
自
分
た
ち
の
力
で
人
権
を
守
り

育
て
、
お
互
い
の
幸
せ
を
求
め
る
た

め
に
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
週
間
中
、
身
近
な
こ
と
か
ら

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

○
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

高
齢
者
・
子
ど
も
の
問
題
、
金
銭

ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
な
ど
の
人
権
に

関
す
る
問
題
で
心
配
事
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
お
気
軽
に
相
談
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
７
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所

　

中
川
文
化
セ
ン
タ
ー
小
会
議
室

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

（
ｅ
ー
ｔ
ａ
ｘ
）説
明
会
に
つ
い
て

住
民
税
務
課
税
務
係

内
線
42

　

農
業
所
得
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
使
っ

た
、
農
業
所
得
の
計
算
方
法
の
説
明

会
を
中
川
村
・
飯
島
町
合
同
で
行
い

ま
す
。

　

説
明
会
で
は
役
場
や
税
務
署
に
行

か
な
く
て
も
農
業
所
得
の
計
算
や
確

定
申
告
書
の
作
成
が
ご
自
宅
で
で
き

る
よ
う
説
明
い
た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　

12
月
10
日（
金
）　

午
後
３
時
か
ら

▼
場
所

　

飯
島
町
役
場
２
階
防
災
集
会
室

▼
持
ち
物

　

令
和
２
年
分
の
確
定
申
告
書
お
よ

び
農
業
所
得
の
収
支
内
訳
書
の
控
え

※
会
場
の
都
合
上
、
先
着
60
人
の
受

講
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
当
日
は
申
告
相
談
は
行
い
ま
せ

ん
。
個
別
で
の
相
談
は
伊
那
税
務

署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

伊
那
税
務
署
個
人
課
税
部
門

TEL 

72
―
２
１
７
３

年
末
調
整
・
確
定
申
告
の

納
付
額
の
確
認

住
民
税
務
課
税
務
係

内
線
42

　

令
和
３
年
中
（
１
月
～
12
月
）
に

納
め
た
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保

険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

領
収
書
の
紛
失
な
ど
で
、
１
年
間

の
納
付
額
が
わ
か
ら
な
い
場
合
に

は
、
役
場
担
当
窓
口
ま
た
は
電
話
に

て
お
答
え
し
て
い
ま
す
。
電
話
で
の

お
問
い
合
わ
せ
の
場
合
、
折
り
返
し

ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳

し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　

住
民
税
務
課
税
務
係　
　

内
線
42

・
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

保
健
福
祉
課

�

高
齢
福
祉
係　

内
線
28

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い

　

て

　

保
健
福
祉
課

�

保
健
医
療
係　

内
線
27

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
は

12
月
末
ま
で
で
す

住
民
税
務
課
住
民
係

内
線
44

　

令
和
３
年
４
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
方
は
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
申
し
込
み
、

令
和
３
年
12
月
末
ま
で
に
チ
ャ
ー
ジ

ま
た
は
お
買
い
物
を
す
る
こ
と
で
、

上
限
５
，０
０
０
円
分
の
ポ
イ
ン
ト

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
住
民

税
務
課
住
民
係
の
窓
口
で
も
で
き
ま

す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

村
で
は
１
３
０
万
円
以
上
の
工
事

お
よ
び
50
万
円
以
上
の
業
務
委
託
等

の
入
札
結
果
を
四
半
期
ご
と
に
公
表

し
て
い
ま
す
。

　

公
表
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
入
札
日

・
工
事
（
業
務
委
託
）
名

・
落
札
金
額
（
千
円
単
位
）

・
落
札
業
者

▼
入
札
結
果
の
公
表
方
法

　

村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
入
札
結

果
」
上
で
公
表

　

ま
た
、村
で
は
年
２
回
、２
５
０
万

円
を
超
え
る
建
設
工
事
の
発
注
予
定

の
公
表
も
し
て
い
ま
す
。

▼
発
注
予
定
の
公
表
方
法

　

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
発
注
予
定
」

上
で
公
表

７
月
か
ら
９
月
ま
で
の
村
発
注
工
事

の
入
札
結
果
に
つ
い
て

地
域
政
策
課
財
政
係

内
線
23

○
人
権
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

　

伊
那
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

�

長
野
地
方
法
務
局
伊
那
支
局

TEL 

78
―
３
４
６
２

マイナンバー
カードで

マイナポイント
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こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　

桃
澤　

楓か

の乃
ち
ゃ
ん　
（
中　

通
）

�

（
悠
祐
・
加
菜
さ
ん
）

　

井
澤　

未み

お

り
桜
莉
ち
ゃ
ん（
下　

平
）

�

（
篤
紀
・
美
香
里
さ
ん
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　

米
山　

昭
三
さ
ん　
　
（
南
田
島
）

　
　
　
　
　
　
（
92
歳
）

　

大
場　

も
と
ゑ
さ
ん　
（
小
和
田
）

　
　
　
　
　
　
（
95
歳
）

　

三
浦　

誠
さ
ん　
　
　
（
南　

原
）

　
　
　
　
　
　
（
81
歳
）

　

宮
㟢　

恒
美
さ
ん　
　
（
横　

前
）

　
　
　
　
　
　
（
96
歳
）

　

杉
本　

功
さ
ん　
　
　
（
中　

通
）

　
　
　
　
　
　
（
60
歳
）

伊
那
税
務
署
の

非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す

住
民
税
務
課
税
務
係

内
線
42

▼
勤
務
期
間

　

令
和
４
年
２
月
～
３
月

▼
勤
務
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま

で
の
間
で
３
～
６
時
間

▼
勤
務
場
所

　

伊
那
税
務
署
ま
た
は
確
定
申
告
会

場
（
い
な
っ
せ
）

▼
勤
務
内
容

　

書
類
整
理
、
デ
ー
タ
入
力
、
パ
ソ

コ
ン
操
作
補
助
な
ど

▼
給
与

　

時
給
９
３
０
円

交
通
費
相
当
額
支
給
（
上
限
あ
り
）

▼
募
集
人
員

　

25
人
程
度

※
勤
務
内
容
に
よ
り
、
勤
務
期
間
や

勤
務
時
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
細
に
つ
い
て
は
伊
那
税
務
署
総

務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

伊
那
税
務
署
総
務
課

　

TEL 

72
―
２
１
７
１（
代
）

　
（
音
声
案
内
２
番
）

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に

給
付
金
を
支
給
し
ま
す

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

内
線
27

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
長
期
化
す
る
な
か
で
、
低
所

得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
そ
の
実

情
を
踏
ま
え
た
生
活
の
支
援
を
行
う

観
点
か
ら
、給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

す
で
に
案
内
通
知
が
送
付
さ
れ
て

い
る
方
以
外
で
対
象
と
な
る
方
は
、

申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
者

①
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

②
令
和
３
年
度
分
の
住
民
税
均
等
割

が
非
課
税
の
子
育
て
世
帯
（
①
対

象
者
を
除
く
）

※
令
和
３
年
３
月
31
日
時
点
で
18
歳

未
満
の
お
子
さ
ん
を
養
育
す
る
世

帯
▼
支
給
額

　

児
童
一
人
当
た
り
５
万
円

▼
申
請
期
間

　

10
月
１
日（
金
）～

�

令
和
４
年
２
月
28
日（
月
）

風
し
ん
抗
体
検
査（
無
料
）と

定
期
予
防
接
種（
無
料
）を

実
施
し
て
い
ま
す

保
健
セ
ン
タ
ー

TEL 

88
―
３
０
０
２

　

風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
る
機

会
が
な
か
っ
た
年
代
を
中
心
に
、

２
０
１
８
年
頃
か
ら
風
し
ん
患
者
数

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
風
し
ん
は
、

症
状
が
出
る
前
に
、他
人
に
う
つ
し
て

し
ま
う
可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
免
疫
を
持
っ
て
い
な

い
可
能
性
の
高
い
40
代
、
50
代
の
男

性
を
対
象
に
令
和
元
年
度
か
ら
令
和

３
年
度
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
定
期

予
防
接
種
対
象
者
と
し
、無
料
で「
抗

体
検
査
」
と
「
予
防
接
種
」
を
受
け

ら
れ
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
て
い

ま
す
。

　

感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、
早
め
の
抗
体
検
査
、
予
防
接
種

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
54
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

▼
期
間

　

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

▼
場
所

　

抗
体
検
査
…
特
定
健
診
、
勤
務
先

の
健
康
診
断
、
指
定
医
療
機
関

　

予
防
接
種
…
指
定
医
療
機
関

※
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ
る
場
合

は
、
必
ず
電
話
予
約
を
し
て
か
ら

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
の
方
に
は
、
す
で
に
ク
ー

ポ
ン
券
を
発
送
し
て
あ
り
ま
す
。
ま

だ
、
抗
体
検
査
を
受
け
て
い
な
い
方

は
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
確
認
い
た
だ

き
、
ま
ず
抗
体
検
査
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。
十
分
な
抗
体
が
な
い
場
合
は

定
期
接
種
の
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

ム
ダ
の
な
い

ク
ッ
キ
ン
グ
レ
シ
ピ
募
集

上
伊
那
広
域
連
合
環
境
衛
生
課

TEL 

78
―
２
５
３
７

　

令
和
２
年
度
の
上
伊
那
地
域
の
ご

み
組
成
調
査
で
は
、
燃
え
る
ご
み
の

う
ち
約
30
パ
ー
セ
ン
ト
が
生
ご
み
で

で
し
た
。
こ
の
中
に
は
食
品
ロ
ス
も

含
ま
れ
て
お
り
、
家
庭
で
の
食
品
ロ

ス
削
減
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ム
ダ
の
な
い
レ
シ
ピ
を
募
集
し
共

有
す
る
こ
と
で
、
食
品
ロ
ス
削
減
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

▼
募
集
内
容

　

食
品
ロ
ス
削
減
に
つ
な
が
る
家
庭

で
作
る
こ
と
の
で
き
る
料
理
の
レ
シ

ピ▼
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
ま
た
は
任
意
の
様
式
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
メ
ー

ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
ま
た
は
持
参
に

て
上
伊
那
広
域
連
合
環
境
衛
生
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
内
容
は
上
伊
那
広
域
連
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
上
伊
那
広
域
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w
w
.union-kam

iina.jp/

▼
応
募
要
件

　

上
伊
那
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
、

上
伊
那
地
域
で
勤
務
さ
れ
て
い
る
方

▼
募
集
期
間

　

12
月
３
日（
金
）ま
で

▼
応
募
先

　

上
伊
那
広
域
連
合　

環
境
衛
生
課

〒
３
９
６
―
０
０
２
５

　

長
野
県
伊
那
市
荒
井
３
５
０
０
―
１

い
な
っ
せ
ビ
ル
３
階

▼
そ
の
他

・
応
募
さ
れ
た
レ
シ
ピ
は
、
上
伊
那

広
域
連
合
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

お
よ
び
上
伊
那
エ
コ
通
信
で
紹
介

し
ま
す
。

・
応
募
レ
シ
ピ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

に
限
り
ま
す
。

・
後
日
、
レ
シ
ピ
に
つ
い
て
詳
し
い

取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
保

健
福
祉
課
社
会
福
祉
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



10/29（金）～31（日）　文化の華、咲き誇る

11/６（土）、７（日）
間近で感じたダムの魅力

むらのできごと
　第46回村の文化祭が、中川
文化センター周辺施設を中心
に開催されました。
　展示の部には、各団体・個
人の力作が勢ぞろい。来場者
は時間をかけてゆっくりと味
わい、作品を深く見学してい
ました。
　ステージの部は、２年ぶり
に観客を入れての上演とな
り、大ホールにて発表団体と
来場者が素敵な空間を作り出
しました。
　軽食販売や体験コーナーな
ども充実し、文化の秋にふさ
わしい３日間となりました。

　戦国時代の武将、武田信玄が情報伝達に用いたとされ
る「のろし」を再現しようと、「第14回武田信玄のろしリ
レー」が行われました。今年は武田信玄生誕500年の節目
ということで、根羽村をスタートしたのろしは、伊那谷や
諏訪を経由し、甲府までの27市町村、66か所の約300キ
ロメートルをつなぎました。
　村では「陣馬形山のろし上げ実行委員会」が中心となり、
陣馬形山山頂付近で開催。下伊那方面から上がった煙を確
認すると、戦国武将に扮した小学生が点火をし、のろしを
上げました。
　当日は、小学生の太鼓演奏や豊年踊りの披露などが行わ
れ、好天候の中、陣馬形山山頂は大いに盛り上がりました。

　身近にあるダムの魅力を知ってもらお
うと、小渋ダム、美和ダムで見学会が行
われました。
　小渋ダムでは学習センターで概要の説
明を受けた後、専用エレベーターでダム
内部に入り、地上57メートルにある水
の吐き出し口（コンジットゲート）、や、
ダム堤体最深部のゆがみを測定する装置
（プラムライン）、発電所などを見学し
ました。
　参加者からは、「ゲートのところが少
し怖かったが、至近距離から見られて大
迫力だった」との声がありました。

陣馬太鼓「悪魔払い」

展示の部

サブニュマ「クク」

概要説明 コンジットゲート

プラムライン 小渋ダムを背景に写真撮影

プロ棋士による指導碁

10/30（土）　のろしでつないだ300キロ



　新型コロナウイルス感染症により打撃を受けている県内経済と県民マインドの回復の祈念、県民の命を守るため最
前線で尽力されている医療従事者のみなさんへの感謝を表すため、県下20市町村で一斉に花火が打ち上げられました。
　村ではショッピングセンターチャオ東側から打ち上げられ、午後６時30分から始まった花火は約20分間にわたり秋
の夜空を飾りました。

　陣馬形山頂にて、伊那食品工業㈱から来ていただいたボラン
ティアの方を中心に、陣馬形山頂付近の景観整備を行いました。
　場内のごみ拾いや草刈り、景観の支障になっている木の伐採
などが行われ、来場者がより快適に利用できるようになりました。
　なお、12月１日（水）から陣馬形山山頂への車道は冬期通行
止めになります。

10/５（火）　陣馬形キャンプ場整備

11/３（水・祝）　祈りと感謝を込めて大輪の花が輝く

　中川西小学校６年生が、長野県産カラマツを使った新
しい本棚を作りました。森林にまつわるクイズで森林機
能について学習した後、２班に分かれてあらかじめ途中
まで組み立てられていた本棚の仕上げ作業を行いました。
　慣れないトンカチと釘を使って本棚の裏板を固定すると、
カラマツの木目が美しい新しい本棚ができあがりました。

10/26（火）　手作りで木に親しむ

　令和２年12月23日に坂戸橋が国の重要文化財
の指定を受けたことを記念した切手が作成され、
中川郵便局から村へ贈呈されました。
　切手には坂戸橋の四季折々の情景や昔の姿など
がデザインされています。

11/５（金）
坂戸橋のフレーム切手完成
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■
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共

印
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株
式

会
社

２
０
２
１
年

（
令
和
３
年
）

⑪

再生紙を使用
しております

緊急情報等配信メール
村・学校からのお知らせや
緊急情報をメールで受け取
ることができます。

中川村の人口 【11月１日現在】
（　）内は対前月

人口	 男	 女	 世帯数
4,763人（－2）	 2,273人（±0）	 2,490人（－2）	 	1,683世帯（＋2）

中川村は
「日本で最も美しい村」連合

に加盟しています

へ未来 なかがわ vol.43

●宮
みや

 澤
ざわ

  健
けん

 さん（美里）
赤穂高校２年（17歳）

― 高校生活はどうですか。
　クラスに中川中の出身者が１人で入学当
初はかなり不安でしたが、今ではクラスに
もなじめ、たくさん友達もできてすごく楽
しい毎日を送れています。

― 今頑張っていることは何ですか。
　部活動です。高校からバドミントンを
始めて仲間と切磋琢磨し、楽しみながら
頑張っています。今月から新人戦が始ま
るので、それに向けてより一層練習に励
んでいます。

― 10年後どうなっていたいですか？
　まだ具体的には決まっていませんが、
人や地域の方の役に立つ仕事に就きたい
です。

― 中川村の好きなところは何ですか。
　自然が豊かで住んでいて落ち着くとこ
ろや、景色がきれいなところ、地域の方
が優しくしてくれることです。

― 中川村の未来に一言お願いします！
　中川村の良さである豊かな自然やきれ
いな景色を生かし、中川の魅力がもっと
広まって欲しいです！

バドミントンの試合

中央手前が宮澤さん

　さわやかな秋の季節、10月22
日（金）に東小学校、11月２日（火）
に西小学校でマラソン大会が行わ
れ、11月10日（水）に中学校で強
歩大会が行われました。
　小学校では全校で準備運動を
行った後、学年ごとに時間をずら
しながらそれぞれ距離が異なる１
～４キロメートルのコースへと飛
び出していきました。沿道からは
保護者や地域のみなさん、保育園
児の声援があり、日頃の練習の成
果を発揮し懸命に走りました。
　中学校では３～12キロメートル
のコースを生徒が選択して走り、
紅葉で色づく村内を駆けました。

スポーツの秋！　小中学生が村内を駆けました。

スマートフォンへ
広報を配信
無料アプリ「マチイロ」で
広報なかがわが読めます。

西小学校 西小学校

東小学校 中学校



12 月

5日（日）秋 城 医 院 駒ヶ根市福岡 TEL83-2805
12日（日）おはようクリニック 駒ヶ根市赤穂 TEL83-6103
19日（日）やまおか耳鼻咽喉科 駒ヶ根市下市場 TEL82-4133
26日（日）こまちや東内科クリニック 駒ヶ根市下市場 TEL81-7780
30日（木）生協診療所いいじま 飯 島 町 TEL86-5778
31日（金）山村眼科整形外科 駒ヶ根市赤穂 TEL82-6611

●４・10か月児健診
　〔日時〕12月23日（木）　午後1時～
●７・12か月児育児相談
　〔日時〕12月22日（水）　午前９時30分～
以上、会場は文化センターです。
●1歳６か月児健診
　〔日時〕12月14日（火）　午後１時～
以上、会場は牧ヶ原コミュニティセンターです。

 保健センター　TEL88-3002

●行政相談 総務課 内線12
　〔日時〕12月10日（金）　午前９時～ 11時
　〔場所〕在宅介護支援センター
●心配ごと相談 社会福祉協議会  TEL88−3552
　〔日時〕12月10日（金）　午前９時～ 11時
　〔場所〕在宅介護支援センター
●結婚相談 中川村結婚相談所 TEL080−7073−1438
　〔日時〕平　日　　　　午前９時～午後５時
　　　　12月７日（火）　午後６時～８時
　　　　　　21日（火）　午後６時～８時
　〔場所〕基幹集落センター
●介護相談 地域包括支援センター   TEL88−6177
　〔日時〕平　日　午前８時30分～午後５時
　〔場所〕地域包括支援センター
●だれでもカフェ　地域包括支援センター　TEL88−6177
　〔日時〕12月14日（火）　午後１時～５時
　　　　　　22日（水）　午後１時～５時
　〔場所〕Cafe Oak （カフェ オーク）
●心の相談（要予約） 保健センター  TEL88−3002
　〔日時〕12月１日（水）　午前８時30分～午後５時
　〔場所〕保健センター
●教育相談 教育委員会  TEL88−1005
　毎週水曜日　　　　　〔場所〕文化センター
●健康相談 保健センター  TEL88−3002
　〔日時〕平　日　午前８時30分～午後５時
　〔場所〕保健センター
●コロナ禍生活困窮等相談� 保健福祉課 内線26
　〔日時〕平　日　　　　午前９時～正午
　　　　12月11日（土）　午前９時～正午
　　　　　　25日（土）　午前９時～正午
　〔場所〕地域活動支援センター「くらしごと」
 TEL98−0027

税・料金の納期限

12月のごみカレンダー

相談あれこれ

12月の保健衛生ごよみ

12月の当番医

チャンネルなかがわ（11ch）12月の番組予定

☆放送時間（１日６回）
６時30分～　８時30分～　12時30分～　19時～　21時～　23時～
※番組の切り替えは水曜日の19時です。
※都合により番組が変更になることがあります。

防災無線の聞きなおしができます 電話番号 88－4221　ご自宅の電話や携帯電話からおかけください。

※
台
所
な
ど
に
掲
示
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

後期高齢者医療保険料 第 ６ 期

12月27日（月）

国 保 税
第 ７ 期

介 護 保 険 料

水 道 料

12  月  分
下 水 道 料

保 育 料

村 営 住 宅 料

12月14日（火）　午後５時30分から午後７時30分まで
役場で写真を撮って、カードの申請ができます。ぜひご
利用ください。
※持ち物など住民係までご確認ください。システムメ
　ンテナンス等で変更になる場合があります。

12月マイナンバーカード平日時間外申請受付・交付日

日 曜日 大草・葛島地区 片　桐　地　区

1 水 容器包装（紫）【全村】

2 木 不燃物（青） 可燃ごみ（赤）

3 金 可燃ごみ（赤）

4 土

5 日

6 月 可燃ごみ（赤）

7 火 可燃ごみ（赤） 缶（コンテナ）

8 水 容器包装（紫）とペットボトル【全村】

9 木 可燃ごみ（赤）

10 金 可燃ごみ（赤） 不燃物（青）

11 土

12 日

13 月 缶（コンテナ） 可燃ごみ（赤）

14 火 可燃ごみ（赤）

15 水 容器包装（紫）【全村】

16 木 不燃物（青） 可燃ごみ（赤）

17 金 可燃ごみ（赤）

18 土

19 日

20 月 可燃ごみ（赤）

21 火 可燃ごみ（赤） びん（コンテナ）

22 水 容器包装（紫）とペットボトル【全村】

23 木 可燃ごみ（赤）

24 金 可燃ごみ（赤） 不燃物（青）

25 土 資源回収

26 日

27 月 びん（コンテナ） 可燃ごみ（赤）

28 火 可燃ごみ（赤）

29 水 容器包装（紫）【全村】

30 木 可燃ごみ（赤）

31 金 可燃ごみ（赤）

1日～ 8日～ 15日～ 22日～ 29日～ 中川村のできごと




